
令和 4年度 北海道体育学会 第 2回役員会 

 

■日時：令和4年8月19日（金）17:00～18:00 

■方法：対面とオンライン（ZOOM）会議のハイブリット開催 

■会場：北海道教育大学札幌駅前サテライト 

 

・会長挨拶 

  神林会長より挨拶があった。 

 

・議事署名人（ 奥田知靖 ， 井上恒志郎 ） 

 

・出席者：神林勲（会長）、山田秀樹（副会長）、石澤伸弘（理事長）、関朋昭、森田憲輝、中島寿宏、       

山口太一、瀧澤一騎、永谷稔、小林秀紹、奥田知靖、越川茂樹、井上恒志郎、小倉晃布、佐藤

未来、秋月茜（会計）、木本理可（幹事）、塚本未来（幹事） 

 

■協議事項 

1．第61回学会大会（案）について（大会委員会） 

瀧澤大会委員長より、令和４年度北海道体育学会第 61 回大会要項についての説明があり、対面実施

で準備を進めている旨の提案があった。今年度は、従来の学会大会に近い形式で開催できるよう参加

費の設定、ポスター発表を実施することが確認された。大会要項について、非会員に関する参加費の

記載内容の修正、軽微な修正について確認後、提案通りに承認された。感染状況によってオンライン

開催になった場合は、参加申込者のみにオンライン URL を送付することが確認された。また、今年

度の学会大会の開催時期は例年に比べると早いため、参加・発表の申込締切日（9月30日）が早期で

あることが確認された。 

 

2．令和5年度以降の研究発表会について（事務局） 

石澤理事長より、次年度以降の「研究発表会」の実施内容・方法に関する提案があり、研究発表部門

については大会委員会、研究助成コンペ部門については研究員会が中心となって、実施していくこと

が確認された。研究助成の件数、金額、抄録内容などは今後、研究委員会で検討して行くことが確認

された。神林会長より、令和 6 年度以降の研究発表会については、これまでの実施内容・方法を踏

まえ新しい役員体制のもとで検討してほしい旨の発言があった。 

 

3．各種委員会より（研究，編集，大会，広報） 

   特になし 

4. その他 

   特になし 

 

■報告事項 

1．各種委員会（研究，編集，大会，広報）より 



 1）研究 

    特になし 

2）編集 

   山口編集委員長より、北海道体育学研究第57巻の審査状況について、現在6-7編の掲載予定の論

文があること、審査は8月末に終了し、その後業者への入稿予定であることの報告があった。 

3）大会 

   特になし 

4）広報 

   特になし 

2．その他 

   特になし 

 

■その他 

・塚本幹事より、第３回役員会は10月14日（金）17:30からオンラインで開催することが確認された。

また、第４回役員会は11月12日（土）学会大会第１日目の昼休みに開催されることが確認された。 

 

以上 


